
皆さんの近所に住むキラキラ輝くまさきの人たちを紹介します

松前町は 2060 年に 25,000 人のまちを維持します

Statistics
統計

（　）は前月比

男性   14,599 人     
女性   16,224 人    
合計   30,823 人    
世帯   13,378 世帯
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人の動き
 （Ｈ30.9.30 現在）

Payment
支払

◎納期限内に納めてください

納期限   11 月 30 日  口座振替 11 月 26 日月

国民健康保険税（普通徴収）　           　  第 5 期
介護保険料（普通徴収）　　      　   　　 第 5 期
後 期高齢 者医 療 保険 料（ 普 通 徴 収 ）        第 5 期
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このコーナーは、広報担当者で
はなく町民の皆さんがカメラを
持って、松前町の魅力を取材し
ます。取材してくれる人を募集
中です。詳しくは、総務課広報
情報係 （☎ 985―4132） に連絡を。

　僕たちの暮らす徳丸は、松前町の中で一番東にあり、田園に囲まれた
のどかな地域で自然がたくさん残っている場所です。現在、徳丸には、西
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の２つの獅子舞があり、僕たちは上組で獅子舞をしています。
　徳丸は地域行事が盛んな地域で、秋祭りになると大人も子どもも
一緒になって地域全体でお祭りを盛り上げます。小さい頃から秋祭
りに参加していて、僕の中で秋祭りと言えば、お神輿と獅子舞です。
獅子舞が始まると幼い子どもたちは周りに集まり、怖がりながらも
近づいたり離れたりしながら、満面の笑みで楽しんでくれます。
　小さい頃から獅子舞を見て育ったので、僕もいつか獅子舞を舞
えるようになって地域を盛り上げたいと、ずっと思っていました。小
学生の頃、近所の友達が獅子舞をしていたことがきっかけで上組
獅子舞の練習に参加するようになり、中学校３年生になった今では
主力として獅子頭の中に入り獅子舞を舞うことができるようになり
ました。秋祭りまで約 3週間続く練習はハードですが、上組はとて
も仲が良く、友達にも会えるので苦になりません。
　来年は高校生になりますが、これからも獅子舞を続け、徳丸の
先輩たちが守り続けてきた伝統を受け継ぎ、また次の世代にも伝
えていけるように頑張っていきたいと思います。

Reporter
町民が松前町の魅力を取材します

魅 力  伝え隊
松  前  の

今回は僕が、秋祭りで披露した「徳丸地区の獅子舞」
について紹介します。

㊤秋祭りに向けた練
習の様子　㊦秋祭り
の様子。たくさんの
人の前で練習の成果
を披露

村武流さん　奈々 さん　永燈くん　悠花ちゃん   

Family
友人知人の家族をリレーでつなぎます

（新立）

家 族 の き ず な

◦ PROFILE
にしむら・たける　会社員。趣味はゴルフと映画鑑賞。大阪府出身
にしむら・なな　会社員。趣味は読書。小説が好き。中川原出身
にしむら・えいと　恐竜と電車が好き。走るのが得意。5 歳
にしむら・はるか　アンパンマンとおせんべいが大好き。2 歳

　新立に住む　村さんファミリー。長年大阪に住んでいまし
たが、今年の 6 月に奈々さんの実家がある松前町に引っ越し、
新生活をスタートさせたにぎやか家族です。
　転職して忙しい反面、休みが合うようになって家族の時間が
増えたという 村さん夫婦。家事を分担しながら協力して子育
てをしています。武流さんのことを、「愛媛に来てくれて感謝し
ています。ちょっと手を抜いた料理でも文句を言わずに食べて
くれるいい旦那さんです」と笑って話す奈々さん。一方「共働
きなのに子どもの面倒をしっかり見て、おいしい料理も作って
くれるので感謝しています」と奈々さんをたたえる武流さん。2
人は、お互いに感謝の気持ちを忘れない仲良し夫婦です。
　パパと一緒にブロックで恐竜を作るという永燈くんは、とても
器用な男の子。自分でアレンジしたり、ごっこ遊びの台本を考え
たりするのもお手の物です。そんなお兄ちゃんが大好きな悠花
ちゃんは、兄妹げんかをしても負けないパワフルな女の子です。
　今後は、家族でハワイ旅行に行きたいという 村さんファミ
リー。「恐竜映画のロケ地を巡って楽しみたい」と夢は広がります。
　次回は、奈々さんのお友達、三好春奈さん＝中川原＝ファ
ミリーをご紹介します。

　松前小学校 6 年生の5人。この夏甚大な被害を受けた、平成 30
年7月豪雨の被災地へ行き、家族でボランティア活動を行いました。
　「祖母といとこの家が浸水したので、手伝いに行った」と話す
みそらちゃん。断水している中での作業は大変だったといいま
す。大空くんが 「水を使いすぎないよう、効率よく作業するのに
苦労した」と話すように、泥出し作業も思うように進みません。

「被災地の人が少しでも楽になればと思って参加した」という春
磨くんは、「土が乾いて硬くなっていたので、スコップがなかなか
入らなかった」と振り返ります。
　ボランティアに参加したことで、「自然災害はいつも県外ばか

りで気にしていなかった。身近に大変なことが起こるこ
とを思い知った」と話す理彩子ちゃんに、「いざというと
きのために、家族と話し合って災害に備えなければ」と
意識を高める健太くん。ボランティアでたくさんのことを
学んだ 5人は、防災に対する意識を高く持ち、命を守る
行動の大切さを実感していました。

Kids
頑張る子どもを紹介します

Boys&Girls,Be

Ambitious!
「少しでも被災地の力になりたい」
（写真左上から） 
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徳丸地区上組
獅子舞保存会の

皆さん

黒岩秀斗 さん
＝徳丸＝

Kuroiwa Hideto
（写真右）
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